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の開示は長くは継続されなかったためである。今回の研究では、日本語母語話者が相手と

似たような専攻に所属していたため、専攻の話題が開示された際に、すぐに関連する話題

に広げていったと考えられる。また、樋口（1996）は 25 年以上前の研究データであり、日

本語母語話者同士の初対面会話において、コミュニケーションのスタイルが変化している

可能性もあると考えられる。 

ただし、本稿で扱った事例の数には限りがあったため、これらを一般化するのは難しい。また、

オンライン会話だけではなく、対面の会話も分析する必要がある。 

今後はインドネシア語話者日本語学習者が日本語母語話者やインドネシア語話者との異文化コミ

ュニケーションにおける問題を回避するためには何が必要かを明らかにするために、初対面会話で

の自己開示の内容を明らかにし、両言語における自己開示の内容によってどのようにやりとりが行

われるかを会話分析で検討する必要がある。 
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